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艶 泣 俊 男t=･山 下 忠 孝

(冗-).UL準郁-工学部火愁野次当り

l 緒 書

品 ト.,ノタンのか&法としては'IJrくから モノタt,〟

温熱 と誼 哨根T ,̂カyと上りの方法 (h'O伽 の反C.)

とJ･Iy ン化JナJt･と並棚 とよl)の方は (VICIOr

.TLEe〉er圧硲)とが知らi1,,その他 4'J'fJL･鵬 と在

胡柵 TJL･カリとよJ)の力法 も知られていた.九～近米国

では HASS氏等によるハク?1ンカIの講和Fmと法の発
JI

達にf7'-い澱もJi応し難い Jtタンも450.以J の滞且で

は稲暇 講によって抑ヒし竹ろことが見川 され てい
})
つ○

土Iy'Jタンはi圧伸その浮鞘としてのせ文が泣flせ

らIt矧 こ持換劣1りのどレトワンの地山7日や ･>'IJIJt･

87砥用として野望せられているh'･,次在の新市苛に出

きる｡これを多放生稚するには上妃ヰほの方法の内約

火野荘品工や托東金it(漉七11J)求ziト1,ノクy

(ヂノナ ,̂故冊より SCOg2.5CO FZl (咽Fu25申
6月)
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I Jr3川 F つい '斤1

<TJPt柳 刃化法を確立す,-J仏ががもろと考えられ,節

312tによるのでIiその5.柿を引き下Lテろことは_fpl位

とBH.しかし泣杏は_ポーヱい,-ナレンを合成ナろ

ため耶fIの入手容易にして合成1邪 の虫易たちKolbe

の方法に1つ{三TLtZIPンをfi或したのてそAT)府に

牧丑に彰書する相伴をfa対してみた○ こ にゝそのRE史

を報解すろ｡

n 牧t不文の原因

Eolbc のiトブ}タンの合成蜘 こつい ては Urg且･
711CSrnthL･'lりこ妃粧された方法か即 とされてしろ

のであるがこの方法の牧丑は細 粒の 35-387･'にす

ぎない｡かくの如く放血の低いことについ'L.'ほ PnLと】
=)

及び Lukln9が詳細に除肘しているが何#rLljの.L'.b);

もろのIC以1･の'if汝を行った.

Jiolleの)J瀧 を女ら式をJllいて,IT.今は夫の如くであ

る｡

CM･_Cl.COOH+_TI80と1
-C上kCl.COOゞnTH70 (1)

CIJ,Ci.COO:(ユ+:tT且_ThOt

-ClieX'0上･COO_YA-iX'aCl (;)

CIイ_>'02COOrA･LH20

-CZl.yOf十rzlrICO3 (3)

このJJ'法にさ.-いて攻丑不J盲のE刑 と考えられるもの

には-1のもつがも･-.｡

(イ) 重ETh Jナ8･のむ

t:olh:の姥 は V･cto.I.1teyerの巨石の一也と考

x.られるもJJでiろ｡ ～_etor Lヽe)erLDLL応では･L

トpT ･̂+ル R･Xl0Iの外に句ど向丘JJJ-&打水tT'･
+ル R 0:(0のfJ;或十,-'ことがそJ)牧丘不Aの紺同

となっていちのであるから, Eo】beの反応でもこJ)

正的 ⅦJナ ･̂の見地はそのl渦 の-つとなろであろ

う.しかし誰硝Rt当が如何なろわー作中で･; トtZ班の隅

｢ 1 -い㍉ .~ 1' /: .::
モノタ." tr.派 と電柵 ノー〆との比を凍えてその牧

丑1こサするti菅をみた｡(賢抑 E)

(t･) i /g E･ん疋WtZiび壷冊 ソーg'のゴミたtZT項部
反応式からEまモノク.,ん恕 tと韮柵 y-1とは lモ

Jt･招b･ら-トt'ノ ダ yJt･L･な生ずろのでもろが.こ

QTJ挺JZLBLない三三で或るものも可成ウあるtIであっ

l 妻空 重 誓 l芸 芸 芸 襲 ……… 三

(ハ) モノタt'ん鰍 の加水分解

モノタ.'̂･鰍 は加水分析するとTクコ- ･̂Htとf=

ろ｡

さまh7Jタンの食止 175

CH三C)Coo°+t10

-CH三0lleOOH+liCl (-I)

この加 .t分解に切 して東嶺7)班L'r9)上{･はt ノタ

フA-地 を7j捻 y-Tで中和ナろとき.こ停年までiAt

を上汚-=もよしかがF和 にたち7TJで二JT,中和 官の捗

菅をTYlべてふた｡(糊 コ1

(三) 竜FrM y-1の分辞

垂佃 y-Tはm J'で,又矧 こな蒸すると分界して

x'0 ｢ゲ又を升IJごする｡ この合成の!81.-にも醐 申1こ少

丑ではあるF･:(0 の敗色をEeめるe重訂'q ソITJ)

分解.こついて廿性y-1!?払izJ丑7)蹄 を見た｡ (失

脚 3)

(yh) a:r戊･LトL･Jgンの分解

生成したユトE'JVンは蹴帖の pH によっては汁

な反tt.なおこすの'C召仲 ともP:申して帯地 ノーJrのiS

加如 :丑a(であるh-I,tpIXo】beの反らでは (3)式

にJRい各照酌にX'.lHCOIか出成す,'J,この.ThlICOJ

は=トt,}タンと反らしてJP′yEn,韮-,>ろ｡

2CH Oヾt+yPHCO)-HO XTCHICH

･T(00:(A†CO2-21号.O (5)

こF,肪ISを苅計ナ,-)ため改 tを忘えらこと5'..4LL

WAZ:g茨L<CIL T<顎 に上って空唱きiLOLp コC

SyzZthes.りこも配位されているので冥鼓J_/行った｡

(御 一o

ド ) 項 拓 的 NJ L̂･

Eolt* の方法は圧ti-tTJ_.hごZjLを,iBこて損拙 作で

あるといってもよい｡それ故戚 照拝の巧だに上る折

が非常に>い｡ニトt･IPン(A_沸し点 IOZ5でもろが.

eSBhL迫から水とともに訊 llLてくる｡水にはあII)

多 くは1.,;け'ないので2秒こわかれるがそれでも水官の

方の櫛 をt2iBiしてAIS･/タノをとらえ,-J必中があ

る｡脚 に上る劫火をへりすためにはbt巧Lr,府7)水D

食は山東TJ='け少くすもt)につとめなくこはならぬ｡

皿 合 成 方 法
●1

丈矧>_ Orgnit)lt=ら)nthes･S:の方法LJBi:て行った

がその脚 の方辻 (好投番T,Lト 4)について合成方法

を記す｡(Bllを唱)

モ/タE･JL･触 】COg と呼 水 lCOg とのiu令拙 こ

7 ⊥ /-ル7タレンを綿ZT:fEとして <O,I.'苛 性 y-g'

水砕講S･加えて中和する｡この時外か .らも淡で冷し

て ]0'以Tに仲つ[=｡こLT)F,漣に毛fTktソ1173g
1_r･水 lCOα lこ科した茄溝を加え, 500ct:の3EI?ナ

スつにいれて泣浴で嫌 する.議i星が.防.-7が に1=ろ

とCO=の抱が日はt:める｡E5-肝 で丘Gが汝しく

たちから火を漣ぎけると問も1=くとい,}タンが∝トー

920で軌 uLはT;める｡iariJは戦 と IrP にまで上りiF

出が荘んにTLろ.650以下にまで下った時胡び凍 す

l _.__



Z78 エ■ 火 事 A 仝 B ホ 718 Jt3サ

ろ｡この時までに三>E,Jタンの約757.'はin川する｡

lOSO｢王'Cは1 トE'Jr yが珊Lげ ろが,そLL以按は

加まb･りにならから170-に近くf=ちとLL6なやめる｡

imt1秒 まつンT-yサーの先につけた分横河ヰに頼め,-)

7):水とAトE'ノgl/とは2nIこ別 LろからTIJFLT)IT

E'JSyをとりgE化カルレウ▲r/:榔 する.水着の

方にも可成○鰐け込んでいるのてこLLはI頂紺 を亀向

くlJかえしてこ い 'JPンf_,と･-I.このJI缶一円をあ

げろとは.i:めにとれたのが2816g.水ffの耶岬 Iの養

田で 37g,筋2回l=･OSg,,r332g.雌 して
3).TLr であっ1=｡これにl技化軒2永払 (Aいり タ

ン25gに付してIgの割合,加え1.いと-ト.･J8

㌢に巴がEQろ｡)を加え71j満潮'_,2-3lul捻ikして軌'.

】010-lot50の鈍'y1294g をNた.このZJ班は11Jl

iHで加黙す ろこと以外は Or即nlぐ鞘･uttLtl､lくの方ZJ､

rT 葉 虫 姑 Jt

部I JtノタロA･軸 と垂【7窮tリーTとのIt

罪 仏 書 サ r-z

CH=ClCoo川(g) !〔O

.h'.slot(ど) ●;O
CIJ･ClC00lJJh'ahTOe(JEえ比) Cbl
C[I/T<Oe(g) 26.6
･("J･可 ;:;･Ci cKT L二こドして 芸.冒

_Tt.'11011に3:る中和血丸正rtlニ'O

h'̂OH のSiにEl,和談

と耗t'FJtAでもろが牧丘は456ガ で可成l)JIかつた.
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こLLを臥i=したのが包2であって-t/タt'ん柵二
村する牧紳士この比カ:I0-1の附妃で放火である

那
.
PC;伽y-1に対すろ収R.三･t/タLHL･榔tを迫
村にしてこの此a･ノ､に
する

lミt'(24とLl).20になると65,'∠以 L.に述する｡詐称
11tft水上L)も刑部に牲lけ べきであるのでこのEE:は '0-日 にすべきで あると思われろ.以下の央JBではすべて

この比 f̂ I

aとLl=｡J.･1 71ぴ 1-7 は外部11)

'.W T-7Dこと1=くXROHで11■卸した断 で,I-3では･

ll和枝yIに加黙し1.,｡この鈷如は岡コの如くで500まではガtと彩管な

く,そLLJ}ll_にたつ ⊂野中があらわれろZit城である｡そLl.

放 O rgnuLL.Sy11tllCllyのillく特Lこ 20



JH ･山下 ･コ̂ ･べ反応Iこ上るニト.,′gンのB成 Ⅰ77
妨2 ･tノタt･ん鮒 の中細

諏 JI f や l-I I-2 1-3 [-ペ 1-5 1卜ヰ ]-7 ]-8

CHヲCLCOON gI 】8) lOO 2CK) )00 250 1の ]00 JCO

yAド02(g) 73 73 145 73 1B4 73 73 . 73

中8;七An堆 (●C lO 20 25 33 45 52 82 n

CH>T､'0亡rg) 294 203 与e.5 2Zu T2.5 296 288 239

枚 Za (I.･I AS6 455 456 4 8 455 459 44< 37t

Cn号C1POOH:<AyOfのJtはすべて10に上った土･ら牧首に CHtCICOOH lこ押してもJ=hTBド0:対し

てtkH二である｡

前3 節托y-{の租血J:

ち粍 II 春 +3 1-[ 一-2

CL!eCICOOH (ど) lCO ICO

IOガ .YnOH舟杭 (gl O 52

や抑A相即丘 (oC) 】0 10

_T巾.TI0号(g) 73 73

CH'hrOl(ど) 0 115

推 tt (!J) O l7.5

N'rLOll称qtのStlますべて 40!''I=換拝した任｡
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この鉄条団4の如く 8ゞ0ilの放血は中和丑又はこ l･.｣ の如くTJE中和したとき及 びこれ にわづか

れより縦 帯にすろのがか ･tlでもろoL-)の如く ･T<aOHが正村に加わったときが虫も触 く.)-イ

ド110日 を全然加え.rにrJL応させるとi鉦ちに lT<･1h-Ot t･のEESi打における pH は.88-90であった｡

が分析して >10 ガスを発生し浅(W 色になる｡加燕

すもも PIOyスセ船 するQ)みでヱトt'′Pンの窟

雌 ミ丑触 らjlTrb･つた｡Pr'一■l及び 曲̂InSは

1JL･カy度を媒すればJtがL･ir加すらとしてモ/クーJL･

鰍 の中和を申分で止めろのがEtいと五つてい るが

I-2も l-3も :(0 vよの肋 ;架Lく鈷2相+_罪

常にか ･つた｡投に (-6や )-7の如くTJt･カy

を過抑 こ加えたq合には .～-O ガよの発生はなくLト

t,ノタン潤Iuhqh A喋が可成り布くなる他には拙作の

i.(では鼎状を短めfLかつたが吹Jlは封かつ た｡鎚旬 JJIIPt･Cr

l･･LlTJqH q dtの 7T3加ge 曲 事 や rY-1 11-2 nT一々

n-Jl 汀-5 n上e.Ctl#lCoon (ど) lQ] ICO ICO leo zsO 】OO

h'AhTOI(ど) 73 73 73 73 110

73ir 敵 (ど) O zO 25 50 JO)
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重安凡な い ｡ 2) VJetOr入te)erdrld0 Stuber Bcr.5 203

I モ/クt'JL･軸 に対すろ NaOJlの添加恵は7ェ (1872)

ノール ックレンtL_,析前,Rとし-n 蛙rrl和した附き丘

がよい｡

L･ 開戦を臨加しても牧丑の増加はE8められない｡

従って折局は蟹湖師と落潮嫌作とが爪Rtだとい ～こ

とになる｡i-紀の横付に従って行った特段の枯i柑土

455.456･459,456.J159,457,../等で,平均 157

7p'であった｡F.[.1肺 として純度の上いものを蚊川した

】鎗合には 482.JIB7,I.'の如きLt好な肋 胡 ちか,た｡

木契除の収税の一部は粗 目奉唱氏が牢来襲59の一杯

として施行したものであL)文奨由のtW はryこ い ,

化合物の合成の-一部として文部胡科学取死丑に仰いJこ

ものであろ｡WL.Lて感謝の恵を表わす｡
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工 業用電 気雷昔 の発火理論

(昭 和 25坤 97]10日 食 柑)

日 野 や§ 碓

(ロ本化拡f担t仝ii原状n県併)

摘 要

El仝由及び発火剤に於げろiaは上井をAdl姐のJB合に鉄l串等群:汝kl及び JrFを考止 して'P_ナ式と攻

めた｡発火初LD攻r且兜に放ける発火遅れの咋川】I-Ae110をk;J1,1的に考成してタE火l=nLする仝PM)i:

快糾し7:｡ DTCkopfの点火力餅のた7i略式が吏位的I-i,もtAtaと-鼓しない村ほ glにし.発火に変する




